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灼熱の太陽が4個も見える話

一寸氣象窒肢一三浦藁五郎

　お隣りの支那は固より，日本でも，殴米でも・昔から太陽やお月様を宗戦的

に取扱ぴ，之等を崇拝する國民の多いのは・何の不思議でもない・科學的に研

究しても，すればする程，此等の天盟が有難い事は判明する．太陽なしには，

吾々始め動植物の生存が出來ないだらう・太陽櫨讃は先づお預かりとして，蒐

に角我々の地球には1箇日かないこの有難い太陽が・2個も3個もお萎を現すの

を見かけるといふ人が往々あるがプ果レてそれは三筆だらうかア

　佛法の方で，彌陀三尊の御姿を拝する等といふ〆）も，それらしい．これは賢

際に出現する現象で，決して作りごとでも，或は心の迷ぴでも，目の錯畳でも，

何でもない．それは，氣象學の：方では，“幻日”と稔するもので，“量”即ち俗

にいふ“御笠”の一一eB分である．太陽の周りに出る光輪は“日畳”，月に出るの

は“日量”と樗へる．他の名稽も閉れに倣ふ・多くの場合は・日月を中心とせ

る白色又は虹色を呈する大きな光輪であるが・時には色々複雑した形を現ばす

ものである．

　量（ハロ1，Halo）は・雀雲や巻居雲の如き氷晶から出來てるる雲暦に現は

れるが常で，又，時としては，雲と迄行かないが・室中に漫遊してみる氷晶の

ために現はれることもある．最も普通に現はれるのは内景で，4輕20度ある

　また時に牟径46度目1量が出る事がある・これを‘‘外最”と曝する・敦れも輪

の外側が紅色を呈する．その他，量には種々の部分がある．

　幻日郎ち昌昌の太陽　挿圖の中心（S）は・本甲の太陽であるが・左右4個のPは

贋せ物で，これ等を“幻日”と稻する・■もちろん翼物の太陽のやうに圓くなく，

多くは卵形か，鰹節形である．澄み切った青室に，薄い白色の巻雲や，巷暦雲

の一一“3分が飛んで來て，丁度幻日の現はるべき位置に行くと・非常に照り輝け

る幻日を現はす事がある・こんな時には全く別個の太陽の出現かと疑ふのも，

決して無理ではない．この，幻日のみ現はれて，光輪が現はれないこともある

叉，内量が極く薄く，幻日のみがハツキリ現はれることもある．

　内量の上方にも蛾眉形，即ち鰯角のやうな形状をなし著しく輝く事がある

これを“上端光弧”と寵するが，必ずしも現はれるとは極ってみない．J”，制

然蛾眉状を呈しないまでも，、略々そんな形で輝いてみる・これも別個の太陽の

出現かと見誤まれる．

　内量には，また，“下端光弧”と稔し，内最の下部に接する弧がある．勘）接

面部が特に輝いて・別個の太陽と見誤れることもある・即ち・左右4個の幻臼
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と，是等上下の2個の光黙と都合6個の甕太陽が現はれる可能性がある．

最の家族の内で，吾々の頭上，帥ち天頂に，虹のやうな弧が現はれることが

ある．圃のやうに外最に接し，門下に轡曲してみる．時には非常に美しい7色

を呈し，不思議なととろに虹が出たと思ふとともある．これは“天頂弧”と稻

するもので，派の一部である．高山等で時々見られるが，外F；：の左右斜下にも，

圓の如く二曲せる光弧が接することがある．～これを・・二二光弧”と稔する．この

外に“電工量”と稻するものthlある．それは太陽の高度が45度の時に，内最に

概てるる上端下魚三二が二ってネ二二なすものである．
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とれは水準な光帯で，太陽や幻日を貫くととがある．幻日を遠ざか

光は次第に弱くなるが，褒蓮せるものは地早線に雫聴して，この光

　　　　　太陽を垂直に貫く光帯も現はれることがある．之が水亭の幻日環と
交り，十字形になる．白話環は往々出るが，十字光は珍しい．

　太陽桂　北海道等の如き塞地では，冬季太陽柱と干するものが現はれること

h「ある．太陽の上方15度か，20度位まで輝く光柱で，上方で光ってみる．

　“白虹日を貫く”昔の本にある文章で，三二の兆とする者もあった．種々の本

の中から3っ4っ拾って見ると「轟二二韓係白虹二日」，「昔者二三二三丹之義白

虹耳鳴」，「二二磯後太子乙丸必見二二月不徹日吾事不威」，「精丁丁白虹」，「精

鞠瞭凌戯融誠也」等点々ある．これ肢那一流の観鮎法で，一種
の迷信に過ぎない．この貫艮といふのは恐らく前に述べた幻日環を言ったもの

だらう．

壌（・・ナC…。a）同じく朋の周blこ現はれる御笠でもコ・ナ（環，臼

環・月環等）と減する光輪がある．これは盈に較べると，極めて小さい．ほとんど

日月に接近して現はれることもある．術ほ，池に投石せし時の波絞の如く，二

重にもミ軍にも接績した光輪が現はれることがある．虹のやうに美しく，色彩
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一　一一一m鮮かなこともある．コけは水滴の雲に多く現はれる・tれは’kと鋤光線の

廻折作用による現象で論の外側が紅色を呈する・闇雲・高積雲の亥昧騒

の雲では，往々全圓をなさす，その一・部分のみを現はすことが多い．

ビシ・ッ捌B・・h・P’・Ri・g）中冨脚光輪で・醒が10酒ぐらゐ・外飾・20慶

もあるので，熾間違へら悩が・外側が紅色の爲耀別が出來る・これ噸

暦に出來るものではなく，細かい火山衣が室中高く噴き上げられたために生じ

るもので，日光の廻折現象である．1883年八月クラカトア火山の大爆獲の際と

の現象をハワイのビシ．ップが焚表したので，～二の名が出た．（r讃費新聞」よb）

易の龍と廣東の天罷

後　藤　朝　太　郎

　支那に於ける寵の起原は先づ文字の上から考へると，その3代に於ける龍は

正しく音符の「竜」と肉の字の象形とそれとその右書のものから組立てられて

みるのである．段単解甲獣骨のト鄙の上にも見出さるsが・その形は足のある

4種のreaSffとして老へられる・それが果して績學上古生鵬代の魏鞠

を暗示したものであると断ずるわけにはV・かぬ．難易の易の字は元來はトヵヶ

易（蜥蜴）であるのだが，その易の姿は給のやうに古くは描かれてみる・でもと

は々メリオンの如き動物であって・色のよく浄化する所からとられてるるので

ある．易は攣易なりとも云はれてるる．古くから叉的弓で立派に通ってみる

所がこの龍の方は爬轟類で相當高い所にも登るのである・廣東廣西爾省にまみ

ると樹上に禁登する爬轟類が今日實在してみる．廣東人は之をテンルン天龍と

稻してみる．

　自分は廣東の市場で求めて來たと云ふ天龍を市中で見た．幾匹か長翻騙蟻

軒の主人から見せてもらった．箱の中からとり出して尾の所を摘んでぶらさげ

る．すると’首を上の方へ持ちあげて來て舌をペロペロ出して尽る・身長は4尺

4，5寸，そして，それに退歩した足が4つ付いてみた・全期の姿は蛇そっくりな

のである．唯4肢を有する所が違ふのみであるが，トカゲ（蜥蜴）ではない．廣

西の梨州の郊外にまみるとこの天龍は，栴樹の森の樹枝にも棲息してみると云

ってみた．親しく自分の見たものは薄黄色を呈してみたと記憶する．これが果

して二代又はそれ以前からの龍そのものに一致してみるかどうかは朱、論1なる

も，探って以って参考とするに足りしものであると思ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「支那馴化に見る龍」より）


